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研究ノート
イギリス外交官の日本財政分析(2)
－一マウンジー報告をめぐって－
戒 田 郁 夫
まえがき
本稿で紹介する「マウンジー報告」は， 1873（明治6）年1月1日から1877（明治10)
年6月30日まで（第6期から明治9年度まで）の日本の予算に関するものであるが，明治
6年6月といえば，周知のように，わが国の予算制度の創始期である。そして，会計年度
‘の制が確立し，毎年度の歳出は当該年度内の歳入を以てまかなうという原則で予算が作成
されるようになり，同時に従来の「見込会計表」が廃止されて歳入歳出予算表に代ったの
は明治8年度（自同8年7月至9年6月）からで,予算・決算の制度が整ったのが明治9
年9月の大蔵省出納条例によってであった。
他方，明治8年には旧幕藩の旧税1千有余種が廃除され，新しい租税制度の中心となっ
た地租の改正の完成されたのがほぼ明治10年であった。
このようなわが国の財政制度の近代化の歩みを間のあたりに見たマウンジーの評価基準
とは何であったのだろうか。
わが国の史家が指摘する維新期の諸事件の問題点に関して，マウンジーの評価は極めて
肯定的かつ好意的である場合が多い。例えば，武士階級の解体をめざした秩禄処分にして
も， 「上厚下簿｣注とするわが国の通説に対して，マウンジーの評価は全く逆である。それ
どころか，行間からは驚歎の感すら伺える。このことは，マウンジーの日本を見る眼が，
注： 田中彰『日本の歴史第24巻（明治維新)』（昭和51年）小学館，342ページ。金禄
高1,000円以上の最高層（被交付者数の0.2％）の平均交付額が6万円余であったの
に対し， 100円未満層（全体の83.7％）のそれは415円にしかすぎなかたつというのが
その根拠である。
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わが国と歴史や文化を異にする西洋の眼であることを物語るものであろう。
ところで， 「マウンジー報告」（1877年)の翻訳に際し多くの文献を参照したが，とりわ
け，予算.租税.国債については,『明治財政史』第'巻･第3巻,『明治前期財政経済資
料集成』第1巻・第4巻・第17巻を主に利用した。「報告」の中で引用されている予算表
と政府の公布したものとの間には，科目の配列順序や数字に違いがみられる。後者の場
合，たとえそれが計算上のミスであっても，未訂正のままコピーしておいた。
「日本陸軍の配置」表については， 『日本近現代史辞典』（昭和53年）東洋経済新報社，
所収（899ページ）の鎮台制の表と対照したが，殆ど異るところがなかった。
「日本海軍の艦船一覧表」の翻訳にさいしては，①『海軍辞典』②海軍有終会編『近世
帝国海軍史要』（昭和49年）原書房，③日本舶用機関史編集委員会『帝国海軍機関史（上
巻)』（昭和50年）原書房④外山操編『陸海軍将官人事総覧（海軍編)』（昭和56年）芙蓉書
房, などの諸文献を参照したが， 「艦名」と「指揮官名」について未だ調査は不十分であ
る。
日本財政に関するマウンジー氏の報告（翻訳）
日本政府が初めて国家財政の状況に関する公式の報告を発表したのは, 1873年6月9日
ミニスター・オブ・ファイナンス
である。それが公表されたのは，その前月の5月に，大蔵卿大久保（利通一訳注）の渡欧
シプサワシケカズ ミカド
の留守中，大蔵省の上級幹部の井上馨と渋沢栄一の両名が，天皇への建議の内容を日本の
諸新聞に発表したので，そこから欧州に生じるであろうと憂慮された好ましからざる印象
をやわらげるためであった。
この建議の中でふれられたのは；年々の歳入が4,000万円を満たず，他方歳出ば概算
5,000万円で，かくして毎年1,000万円の赤字が出ること，この赤字の外に少なくとも
1,000万円の債務があり，それは維新後もっとも重要な国家事業に収入を超えて費消され
た結果であること,そして紙幣発行と内･外債の発行に関する政府債務が12,000万円に
のぼること，最後に， この国の債務総額は14,000万円にも達し，その返済のためにいま
だ何も準備されていないということであった。
この声明は，それ以前に公表されていた日本財政に関するたったふたつの告知と多くの
点で矛盾していた。すなわち,『ブラックウッズ・マガジン』の1872年9月号に掲載され，
たもので，明らかに日本政府の息がかかった論説と’ 1873年の春に日本の代表団がウィー
ン博覧会へ提出した半公文の性格を帯びた報告がそれで，両者とも日本は約350万円の歳
入余剰を有すると断言しているが, 日本政府は帝国の歳入・歳出に関するもっと詳細な情
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報を公表しなければ，国家の信用は極めて重大かつ有害な影響を蒙るであろうと考えてい
たようである。
かくして，大蔵卿は天皇の命により財政状況の正確な報告書を作成し， 1873年6月にそ
の年の歳計予算を公表した。大蔵卿の報告によれば，それは前年の歳入・歳出を基礎にし
プライム・ミニスタ－
たものであり，太政大臣への説明文が添えられた。
この告示の中で，大蔵卿は井上馨と渋沢栄一の建議が「臆測ノ概算」にもとずいたもの
であることを説明したのち， 『ブラックウッズ』と「ウィーン報告」との説明の喰い違い
-3,807,750円と3,459,787円（それぞれ761,550ポンドと691,957ポンドに相当）の
余剰を見込み，他方，大蔵卿自身は2,140,365円(428,073ポンド）の余剰を計上した
－を米価の変動のせいにした。すなわち，当時租税の大部分は米で納められていたので
ある。しかし大蔵卿は，物納を金納に切り変えるので，今後は類似の喰い違いが生じない
であろうと付言した。
大蔵卿の説明によれば，米価は当時最低であったけれども，また政府は，鉄道・電信の
建設，灯台・兵舎・官庁・モデルエ場の建築に多額の貨幣を支出せざるをえなかったけれ
ども，歳入は歳出を上回っていたし，また諸事業が完成して或る程度の収入が生じれば,
将来，支出の減少と収入の増加がみられるであろうと。
公債について云えば，大蔵卿の推計した総額は，内外債あわせて31,224,701円（英貨
換算6,244,940ポンド）で,すなわち，かの建議者たちによる算定額の4分の1以下であ
うイクスング リデユーシイング
った。大蔵卿の簡説するところによれば， 「大名と武士の禄制を固定化（削減の間違では
ないか？）することによって」外債を削減する用意があること，政府が民間人に貸し付け
た貨幣と米を内債の償還のための基金にあてること，また紙幣の発行のために特別準備金
が大蔵省の金庫に保管されていること,そして大蔵卿は次のような約束をして締めくくっ
ている。これら三つの基金の「わかりやすい解説」を細心に準備し，すみやかに公表する
であろうと。
この約束が果されたようには見えない。そしてこの件を聞いたのは，やっと2回目の予
算が公布された1874年6月のことであった。3回目は1875年5月になされたが，しかしこ
の文書には当該年の前半6カ月の予算しか含まれていなかった。なぜなら，当時会計年度
の変更を望んでいたからである｡この変更の必要性について,時の大蔵卿は以下の事実にも
とずくものであると説明した。すなわち， 「1873年に採用された1月1日から12月31日ま
での会計年度制は，地税の徴収が2年にわたって行われるものだから，各地の地税収入の
調整が難しく，そして収入の見積りに対する暗黙の信頼が失われるという不便さが明らか
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になった。それゆえ,将来，会計年度は6月30日を終期とすることが決定された。そして
新制度に移行させるという考え方から， この予算の期間を6カ月に限ったのである｡」
4回目の予算は， 1875年7月1日から1876年6月30日までの期間にわたるものである
が，それは1876年1月まで公布されなかった。そして，1876年から77年までの5回目の、
予算が公布されたのはやつと1877年1月末，すなわち会計年度の発足後ほぼ7カ月たっ
てからであった。
後に見られるように，公文書によってそれぞれ異なる多くの資料上の問題点があり，そ
れについて小職は解説しなければならないであろう。しかしこの問題をすすめる前に，小
職は， 日本の予算がすべて概算の域を出ないということを明確に述べておかなければなら
ぬ。収入を見積るのは大蔵卿であり，支出を見積るのは各省の卿である。各省の卿は大蔵
省に必要な会計の明細を送付し，大蔵省は国庫の資力に応じて各省の要求額を削ったり承
カウンシル・オブ・ステイト
認したりする。概算要求は次いで正院に提出され，それが承認されるならば，天皇に上呈
され裁可を受けていたのである。これまでどの年の収支の実際についても正式の報告が公
示されたことはなかった。また， 日本には現在のところ議会制度がなく，その準備もでき
ていないので，国家会計の監督権をもつ公的機関はない｡したがって，国民には大蔵卿の《
数字が正しいという保証もなく，政府はこれまで収支をあい償い，そしてこの国の行政府
の経常費を，借金に頼らず調達することが出来たという事実から，その数字は国民の信認
を得ただけにすぎない。
小職はまた次のことも付言しなければならない。すなわち， 1873年1月1日から1875年
6月30日に及ぶ最初の三つの予算に含まれた会計は明らかに閉鎖的なものであり,1875年
度から始まる新時代の会計とはなんら関係がないということを，小職は大蔵大輔に教えて．
もらった。ここから，過去のものについては云うまでもなく，現在についてすら信頼しう
る情報をこの国で入手することはかなり難しいので， このような会計の直裁な分析を企て
ることは困難であると同時に引きあわない仕事であろう。そのうちの二つ,すなわち表I
およびⅡ（1875年1月1日から6月30日までの6カ月にわたる3番目の予算は，あまりに
フイナンシヤル・サイエンス
不明確すぎてこの主題を明らかにすることはできない｡)を主として日本の財政学のゆる
やかな発展を解明する歴史的文書として，また1875-76年および1876-77年の予算に盛ら．
れている帝国の財政状況を分かりやすく説明するためには，数々の困難に出会い， またそ
れが克服されなければならなかったかを示めすものとして，小職は加えておいた。
前掲の四つの歳計予算について意見を述べるにあたり，小職は論題を三つに分けよう｡
すなわち，
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1． 租税の記述と支出科目の解説。
2． 国債に関する所見。
3． 概評。
第1部一租税と支出科目の解説
今年度の予算に添付された解説文の中で，大蔵卿は最近,会計制度を改革し，欧州式の
簿記を採用したとのべている。その結果，歳入出科目の分類に変更が加えられ，若干の租
税は新しい名称に変わった。比較するには, 1875-76年の歳計予算と1876-77年の歳計予
算とは質的に同じであるが， しかしながら，大蔵卿の言によると，それ以前の年度の歳計
予算（1873年と1874年）については，「不十分な制度」という理由で， 同様の処置をとる
ことができなかった。それゆえ， ここで必要なことといえば，のちに姿を消した後者の歳
入財源に言及することだけである。
租 税
僕碑車馬駕遊船税(Servants,Carriage,Horse,andPleasure-boatTax)一本税は
1873年に導入されたが，不人気であると共に徴収の困難なことがわかったので，1875年に
改正された。僕蝉税，車輿税(sedan-chairs),馬税(saddle-horses)は撤廃され，車
税(taxonvehicles)に置きかえられた。他方，遊船税は船税(ship-tax)に併合され
た。
ヒユーダルタイムズ
絞油税(TaxonOilPressing)一旧幕時代には，数地方で植物油の製造に諸種の租
税が課せられていた。統一的租税が1871年に導入されたが，しかし1875年に，地場産業の
奨励という見地からそれは全廃された。
砂糖税(TaxonSugar)一本税の説明は以下の通り。1873年に琉球は貢納として砂糖
で納めることを認められた。またそれ以外の砂糖キビの採培されている2， 3の土地で
も，地租の支払いに砂糖で納めることが認められていた。 187岬に両者の場合とも金納に
代わった。
港湾碇泊税(HarbourDues)－天皇政府の復古以前には，商品の種類に応じて課税額
の異なる租税が，港湾，入江，河口に輸入された財貨に課せられた。それは交易を損うこ
とがわかったので， 、1873年に発布された港湾提警規則(regulationSforthemainte-
nanceofharbours,andthetransportofmerchandise)によって単一の税もしくは
手数料に変わった。しかしながら， これは納税者を煩らわせ，徴収の難しいことがわかつ
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たので， 1875年に中止された。
口金及口米代金(SpecialtaxesonGrain)は古来の慣例にしたがい，地租の外に，
地租徴収の費用を支弁するために賦課された多数の少額税であったらしいが， それらは
1875年に廃止された。
ヒユーダルタイムズ
川々用役(Taxesonlrrigation)－これは旧幕時代にあったもので，貨幣や強制労働
でもって貢納されていたが，特定の藩だけで行われていた。維新政府は全国に課税統一の
原則を採用したが， 1875年2月にそれは廃止された。
宮中御用途ノ内ヨリ兵備へ(ImperialHousehold)－この項目の下にあげられた金額
の貢納を天皇が毎年，軍備基金に加えていた。それが後の年度の歳計予算にあらわれない
のは，今では内努充当金からそれを直接控除しているからである。
1875-76年と1876-77年の歳計予算では，記録文書の中で分類されている順序にしたが
って諸科目の解説を進めよう。そこでは歳入表から始まっている。
海関税(Customs)－日本の輸出入に課せられる租税で，条約により従価すなわち原価
の5％と決められている。
地税(TheLandTax)－非常に古い時代から日本人は農耕民であったとの由。最初は
日本の地理上の位置が，そして後には，幾世紀もの間，政府によって保持された他国との
完全な隔離状態が， 日本人と外国人との交易を一切禁止したのである。それゆえ，土地の
入念な耕作が，昔は人口を養うため絶対に必要であったわけである。そして人口といえ
ば， 300年以上前，われわれが日本の噂を聞いた頃の欧州の国のどこよりも稠密であった
らしい。
1690年に日本を訪れたケンペルは次のように述べている。「日本人は恐らく世界でもよ
き農民の部類に入るであろう。滅多に， あるいは決して牧場や牧草地に変わることのな
い＊丘や山でも，麦，米・えんどう豆・その他の豆類および無数の食用植物が作られてい
る。土地はすみずみまで素晴らしく改良されており，丘や山は家畜も近かずけず，他の国
＊ 日本人は主として魚と野菜を常食にしているとの由。 日本の家畜は元来，馬・牛・
水牛・犬および猫だけであった。ポルトガル人が羊や山羊を， 中国人が豚を日本に移
入した。しかしこれら四足獣はいずれも食用として利用されなかった。家畜の数の少
ないことは，恐らく動物食品を嫌悪したことによるものであろう。そしてこれを強め
たのが明らかに霊魂輪廻の教えであった。それは， 日本人の大多数が信仰している仏
教の最も重要な教義のひとつである。
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であれば全くかえり見られないような丘や山の頂上まで耕やされている｡」その後， 日本
を訪れた者も同じ調子で語っている。そして今日では，条約港のひとつに上陸したヨーロ
ッパ人にとって印象的なものは，土地のすみずみまで手を入れた庭園のような文化に他な
:らない。
日本の政府当局によれば， この国の全土は， 12世紀の後半以前には天皇の所有であっ
た。そして天皇は土地保有制度のひとつとして，当時次のような方法を実施した。土地を
平方形に分割し，それぞれを9等分した。そのうち9分の8の土地は同数の農民に貸与し
たが，その時の条件は，天皇のために耕作しなければならないというものであったそうで
ある。このような，或いはこれと類似の制度が一般的であったかどうか，またその制度が
どれ位い続いたのか，それについて語ることは出来ないが，ただ確実なことは， 13世紀に
エンペラーズ
将軍家，すなわち世俗の天子さま（とヨーロッパ人は誤ってそう呼んでいた）の創始した
封建制度が完結したことである。
13世紀以降，この国は常時，将軍と大名同士の争いの犠牲であった。彼らはそれぞれ領
地をもち，戦いに明け暮れていた家臣達に土地を分配した。彼らが戦いを遂行することが
でき，領地を維持することができたのも土地によってである。ここから土地は課税を負担
するようになったのである。大閤様の権威は，それ以前の将軍家のものよりも遙かに絶対
かつ強大であったが， その時代（1585-89）には土地の生産物の10分の4を政府が徴収
し，残りの10分の6が耕作者の取り分であった。そしてこの比率は1868年に将軍家が消滅
するまで，将軍の領内で変らなかったようである。それ以外の領地では，大名の課徴する
租税，すなわち地代にかなりの幅があったようであるが，将軍の領地のものよりも低いと
ころはなかったと云われている。 この国のいくつかの地方では，地租は10分の6であっ
た。そしてケンペルの述べるところによると，当時，薩摩の領民は藩主から生産物の3分
の2を税金として取り立てられたそうである。
天皇が土地の最高君主であるという公理は， しかしながら，天皇が京都での閑居を強い
られていた6， 7世紀の間でも忘れられたり，見失われたりしなかったようである。そし
て天皇に提出した大名達－彼らは天皇が1868年の王政復古を成し遂げた時，大きな力と
なった－の建白書にその公理を非常にはっきりと表現していることが常に見出される。
加賀・肥前・薩摩・長州および土佐の大名達は建白書の中で次のようにのべている。 「位
エンペラー
階と士地の授与により，天子は臣民を統治します。授与するのは天子さまであり，剥奪す
るのも天子さまであります。私ども自身のものについても，私どもは一片の士地すら保有
することができないのであります｡」さらに， 「私どもが住んでいる場所は天子さまの士地
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エンペラーズメン．
であります。私どもが食べている物は赤子の育てたものであります。私どもだけでどのよ
うにして食物をつくることができましょうや｡｣そしてよく似た言葉を使ったのが118名
の大名＊で，彼らは当時，天皇に自分たちの封土の返還を認めて欲しいと請願したのであ
る。
天皇の回答は請願者の要望を容れて， 1869年8月に公表された。その時決定されたの，
が，政府は原則として準自治大名の旧所領地の施政を引き継ぎ，大名達の封，すなわち
サムライ
“藩”を知事の管轄地域，すなわち“県”に変え，元の領主とその家臣である侍を一定の．
年金で補償すべしというものであった。
この措置の実行されたのは，やっと1871年8月に入ってからであったが，その間，天皇
から直接任命されて各領地の知事の役についた大名達は，最終的に行政権を召しあげら
れ，そして元の収入の10分の1の割合で計算された定額所得という形で補償をうけた。
これら大名の所得の支払い責任を引き受けたのが，侍の俸給の場合と同じく，矢張り政
． カネ
府であって，一部は貨幣の形で，また一部は債券で支払われる予定であった。そして，そ
れらの支払と,いまや中央集権の形をとっている政府の増大する需要に備えるためには，
地租の改正を押しすすめることが必要であると気づいた。
この租税は，帝国の収入の10分の9を占め，これまで物納されていた。周知のように,
その課税額は帝国の地域によって差があり，更にその租税の帰着はあまねく変則的かつ不
平等であった。
日本人は主要な作物に5穀，すなわち野からの5種の恵み物という総称を与えている。
そして， この恵み物のいずれかを生産する士の素質そのものによって， 日本人は長い間，
5穀を分類し， 5穀の価値とその所有者の富を評価した。これら5種の恵み物をその値打
ちの順で示めすと，
1． 米一日本人の主食用。
2． 大麦・小麦一牛馬用。
3． そば－ケーキとパン用。
4． きび
5．粟・豆一両方とも農民が食物に利用すること多い。
＊大名の総数は258名で，そのうち･123名の大名はそののち上記の118名の請願者に
合流した。残りの17名は天皇から彼らと行動を共にするよう命じられたので，その命
令に服従した。
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それぞれの土地がいずれの等級に属し，そしてこの検見制度の下でどれだけの税額を土
地に賦課するかを決定する総検地は，約250年前，日本中の将軍家直轄地で行われたと伝
えられている。その後も検地が行われたけれども， それは極く地域的なものであったの
で， そのときの総検地がいまの時代に至るまで， 引き続き地租の計算の基礎となってい
る。以前に行われた総検地から長い期間が経っているので，多くの土地の相対価値は明
らかに大きな変化を蒙ったに相違ない。洪水によって田畑を失ったとところもあろう。ま
た，流れを変えた灌概河川もあった。農地の一部を買却した農民が土地の税金の支払いに
同意したのは，彼の保有する土地に対してである。そこで無税地が生じた。他方,検地後
に開拓された新地はそのまますべての貢納から免がれた。
かくして，地租を改正するにあたって，中央政府は物納を金納に変え，同時に土地の新
しい評価をしなければならなかった。更に，士地保有の立法化が必要であった。けだし，
大名の藩籍奉還後，土地の占有者が耕作農民であるのか，地主であるのか不明確であった
からである｡
このうちの第1目標を達成しようと考えて，政府は1872年に地租の金納を認めるという
布告を出した｡ しかし，土地保有者の殆どがこの金納を利用しなかったので， 1875年7
月，更に布告が発せられた。それは，布告の対象範囲の土地を新制度に照らして検見する
と同時に，各地区で金納を強制すること，そしてそのためには検地を直ちに始めること命
令したものであった。
この新しい検地で，収獲量に応じて旧の地租を算定するという旧方法を廃止し，新たに
算定基準として採用されたのが土地の売買価格である。土地に対する租税は将来，建物に
対する租税と全く別個のものにしておかなければならないし，またそれぞれの資産価値を
算定するにあたって，鑑定者は土地の質・耕作費・位置・灌概方法・市場への遠近すなわ
ち市場からの距離を考慮に入れなければならない。更に，評価額を算出しなければならな
い。そしてこの評価額に3％の税を課さなければならない。この課税額が最終的なもので
はない。茶・煙草およびその他の作物にやがて賦課される筈の諸税は200万円の収入をあ
げるけれども，同時に，新に評価された土地に課せられる租税は， 1％まで徐々に引下げ
･られるであろう。
地租を土地の生産物の10分の4もしくは10分の6から，土地の売買価格の3％にまで引
下げることが， 国家収入の面で大きな減収に連がるとすぐに推量されるのは当然であろ
う。しかしながら，大蔵省はそのようには考えなかったのである。
昨秋，同省から聞いたところによると，大雑把に計算して日本の耕地の3分の1を保有
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しているのは耕作小地主で，残りを分けあっているのは大地主であると。前者の土地の大
部分は昔の検地に含まれているので，それらの地租への貢献額はかなり小さくなるであろ
う。他方，大地主は一般に，今後3％の均一税の下で彼らの士地にかかる予想額よりも遙
かに少い税しか支払っていなかった。そして大蔵卿が小作農民の負担額の不足の補填に当
て込んだのは， この大地主からであった。その際，卿は新しい制度の下で調達する地租か
らの収入を4,600万円と見込んで，この歳入額の計算に自信があると説いた。けだし，地
租額はもはや収獲状況や米価によって左右されないからである。事実， 1873年.1874年．
1875年にそれぞれ4,000万円･4,400万円・5,100万円と，地租の推計に顕著な変動を生
ぜしめた原因はそれら収獲状況や米価であったわけだ。
新しい検地は1875年に始まった。1876年末には，日本の全耕地の3分の分がその査定を
受け，あと2， 3カ月で残りの3分の1の調査が終るという期待にわくわくしていた。そ
の間，多数の農民は金納の導入に反対した。変化への反感， これはどこの国の農民階級に
も共通の事柄である。新しい支払形態は負担を増すという考え。地方には地租の納税時期
に米を市場に運ぶための道路が殆どないところがあるという困難。米の代金の前貸しをし
てもらうための金融制度がない場合のもっと大きな困難。最後に，消費の必要量を上回る
米を市場に供給したために米価の値崩れの起る恐れ。以上の理由のなかのひとつまたは全
部が農民を行動に走らせたのであろう。その結果， 1876年の11月と12月に農民一撲が全国
数地方で勃発した。 12月に彼ら一摸は深刻化した。一撲の蜂起によって，1875年の布告の、
なかで予告された地租のヨリー層の軽減が早められたというのは事実のようである。それ
はともかく，天皇陛下は1877年1月に次のような布告を行った。すなわち，同日以降，全
国の地租を地価の2.5％にまで軽減すること，そしてまた土地に課せられた地方政府のた
めの租税も， これまでの地租の3分の1相当額を将来は地租の5分の1を超えてはならな
いこと。
地租を更に2.5％まで軽減すれば，この国の収入は凡そ800万円，すなわち約160万ポ
ンド減るであろう。
土地の保有に関して， ノj､職の得た情報によれば，個々の資産の査定後，できる限り迅速
に不動産権利証書（地券一訳注）を最低の手数料で発行し，土地の権利は土地所有者に帰
属させるが， しかし地下の鉱物はすべて天皇のものとして取っておき，かくして天皇を日
本全土の荘園領主の地位に留めておくと。
鉱山税(RoyaltyonMines)-1873年7月の日本鉱抗法に従って，鉄以外の金属鉱石
マイニング・デパートメント
を採掘する抗区の保有者は，鉱山寮に毎年租税を納めなければならないが，その額は地租
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と関係なく面積200ヤード(500坪一訳注）毎に4シリング(1円一訳注)である。鉄ま
たは非金属鉱石を採掘する抗区では，その半額の2シリングを納める。上記の外に， 3％
から20%までの種々な率の従価税を，鉱業の盛衰に照らして年2回，すなわち1月と7月
に納めなければならないが，その基準は採掘精錬された金属とそれ以外の鉱物の価格であ
る。 日本臣民として正式に登録された者を除いて，何人も単独もしくわ共同で試掘し，抗
区を借り，あるいは鉱物の採掘精錬の仕事に就くなどのことはできない。生産物の分け前
にあずかる人や損益に利害のある人はすべて共同経営者に数える。この規則に違反する者
は何人も政府に自己の事業利益をすべて没収され，その事業の継続を禁止される。鉱山の
設立者が外国の鉱山技師の雇い入れを望む場合には，その旨の許可を鉱山寮に申し出て，
契約書の草稿を提出しなければならない。鉱山寮が契約の形式を変える場合には，当事者
ボード・オブ・ワークス
が契約書に調印する前に，外務省と工作局の承認が必要である。これらの規約は外国資本
による日本鉱山への投資を全面的に妨げるものである。
官線税(SalaryTax)－官員は3種の等級にわけられている。
1． 各省の長官および高官であって天皇が直接任命した者。
2． 天皇の辞令をもつ者であるが，直接天皇が任命した者ではない。
3． 各省の長官が任命した者。
1等級の者（勅任官一訳注）には現在，俸給の20%,2等級の者（奏任官一訳注）には
70ポンド（約1,400円一訳注）以上の年俸に対して10%,3等級の者（判任官一訳注）に
は70ポンド以下の年俸に対して5％の官禄税が課せられている。
家緑税(TaxonAllowancesofNoblesandtheirformetRetainers[Samurai])
－大蔵省が家禄税の正確な貨幣税率を小職に教えて呉れないのは， この租税の大部分はか
ねてから米で支払らわれていたからである。税率は，比較的大きな家禄に対して30％，そ
キヤピタリゼーシヨン
して各家禄の額に比例して逓減したようである。 1876年8月に家禄の就産資金化案が採択
されたので， この収入科目はやがて歳計予算から姿を消すであろう。
北海道物産税(TaxonProduceofHokkaido)－北海道，すなわち北部の海に囲れた
地方は，エゾ島の公式の名称であるが， 自然の特徴や物産の多くは日本の他の場所と違っ
ているので， 日本の本州で課している租税は免除され，北海道では別の基準で課税されて
いる。そこでの主たる物産と租税は以下の通りであるが，租税は1874年6月に開拓使が決
めたものである。島をいくつかの地区に分け，地区が違えば租税も少し異っている。
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にしん 10％から16％まで。
鮭 10%から20%まで。
乾燥魚（たら･かれい・にしん等） 10％から20％まで。
魚肥 10％から12％まで。
魚油 10%から20%まで。
乾燥甲殻類（漁師は各自年間15ポンドから40ポンドを開拓使に納める）
ハイシエヌ
海参 10％から20％まで。
海苔 10％から20%まで，または漁師1人あたり年額50セント。
木材 長さ4ヤードのもの,100本あたり5シリング。
角材 100石あたり1ポンド。
薪 100敷(1敷は横5フィート，縦10フィート）あたり2シリング。
木炭 窯1基あたり50袋または製品100に対して10袋。
雄鹿の皮と角10％。
上記の他，網を使用する漁師は網の大きさに応じて年4シリングから2ポンドまでの租
税を納めなければならない。他にも硫黄の生産額，庭園・牧場等々， そして酒の製造販
売，馬・牛・車，氷の販売等々に課せられる小額の賦課金が多数ある。
琉球藩貢納(TributefromLoochoo)－琉球は北太平洋上の36の群島の中心で，日本
の南端から約250マイル，中国の沿岸から約350マイルのところにある。群島の主要な島
と日本との交渉は西暦1451年からあった。外交使節が琉球から大閤様の御殿へ派遣された
のは1580年のことであった。その年以来，交易関係は琉球と薩摩の問にしばしばあったよ
うである。そして船は毎年薩摩の首都鹿児島に藩主への贈物を積んでやって来た。 17世紀
の初め，中国の支配者の気嫌をとるために，琉球は日本とのあらゆる交通を停止した。そ
のあとすぐに（西暦1609年)，薩摩藩主は当時の大将軍の同意を得て，同島を侵略し国王
を捕え， 3年間鹿児島に幽閉した。この頃から琉球王国は薩摩藩主の，そして藩主を通し
て将軍家の支配下に入った｡将軍が強要した臣従の礼というのは，将軍の世襲毎に行われ
る琉球王の叙任に王が服従することであり，また主としてそのための役職者である15人の
使節が1611年から1850年まで江戸に参勤していたと，日本の年代記は著している。別の時
期に，琉球王は北京の宮廷にも同じ臣従の礼をとっていた。したがって,中国は日本が琉
球諸島に有する絶対的支配権にしばしば同意しなかったようである。日本人の語るところ
によれば，琉球は西暦616年の推古帝統治の24年目から日本へ貢物を献上していたと。し
72
イギリス外交官の日本財政分析(2)（戒田） 73
かし，日本人のこのような説明に明確な典拠があるのかどうか，小職は知らない。貢物の
額は収獲の結果に応じて年により異っている。
酒類税(TaxonFermentedLiquors)一日本の国民的飲み物は酒であるが，それは米
を発酵したものである。清・原酒の製造や梅などを原料とする各種のアルコール飲料に対
する租税は，大豆を原料とする醤油と同様， 旧幕時代にさまざまな税率・方法で賦課され
ていた。若干の地方では， この製造業の免許鑑札は特権企業に授与された。かくの如く独
占権が特定の人に帰属するようになったので，その事業をやりたい者は営業権を買い取ら
ねばならなかった。維新政府はこのような独占権を廃止し統一的な租税を1871年に導入
した。もっと進んだ改正が1875年に行われた。原酒と醤油に対する税が廃止されたので
ある。酒には5種類ある。当時布告され今も効力のある規則にしたがって，醸造業者は各
種類のものを醸造する鑑札を入手するため年2ポンドを，それ以外に販売総額の10%を納
めているが，他方小売商の鑑札には年1ポンドが入用である。
煙草税(ATobaccoTax)は徴収額と徴収方法の異なるものが旧幕時代にあったが，
1875年にそれを以下の率に統一した。
年額
2ポンド
1ポンド
製造業者鑑札
小売業者鑑札
煙草はすべて小売業者により印紙を貼って売らなければならない。
煙草の価格2昔ペンスに対し印紙1厘＝昔ペンスの奇
〃 〃 5ペンス 〃 〃 5厘。
〃 〃 10ペンス 〃 〃 10厘。
以下省略
証券印紙税(StampDUtiesandStampsonLegalDeeds)－この税の規則は欧米の
モデルを照合して作られたものであるが，最初に施行したのは1873年であった。1874年に
はそれが改正された。これに含まれているのは， 2ポンド以上のあらゆる支払いに必要な
収入印紙・土地譲渡印紙，そして一般的には，英米両国で法律上および商業上の取引で利
用されている印紙である。
ポストマスター・ジェネラル 、
郵便税(PostageStamps)－駅逓頭の最新の報告(1876年12月に発表）によれば，彼
の所属する省（内務省一訳注）の収入はいまだ支出を償ったことがないと。これは少しも
驚くべきことではない。わが欧州方式にならって郵便制度を最初に導入したのは1871年で
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ある。それ以前，文書による通信は極めて限られたものであって，郵便配達サービスを提
供していたのはもっぱら商人企業であり，それも特定の地域に限られていた。
1871年に，江戸一大坂間に最初の政府郵送路が開設された。そしてわずか5年で（1876
ポスト・オフィス
年6月までに）長さ32,902英マイルの郵送路で営業活動が行われた。また郵便役所その他
郵便取扱所124，郵便切手売捌所836および街頭郵便箱703が設置された。
1876年に転送された文書・小包等の数は3,000万を超え,1875年の郵便取扱書にくらべ
29％増加した。また1874年と比べて98％増加した。この数字から推測できることは，政府
郵便の利用が年毎に拡大して行くであろうということ，そして収支のバランスは早晩達成
されるであろうということである。
郵便料金は通常の封書で，大都市すべて1セント（昔ペニー）均一，国内の他の場所は
誠スタル・サービス
2セント（1ペニー）であり，他方，郵便葉書は上記の半額にすぎない。郵便事業は，制
度の新しい割には極めて効率的に運営されているようである。と云うのは， 1875年から6
年までに，紛失した手紙は1,759通，そのうち1,356通は見つかってそのまま配達された。
5通は非常に汚損していたので転送できなかった。発見できなかったのは398通にすぎな
い。他方， 193通は伝送ないし配達の途中で紛失したものであり，そのうちの79通は最終
的に宛名へ届けられた。
郵便為替制度を郵便事業に付け加えたのは1875年1月であった。そして現在310の郵便
韻スト・オフィス・セイヴィングス・パンクス
役所で為替を受けとり現金化できる。貯金預課も同時に設立され，そして89カ所でいま営
業中である。このように事業の成功する見込について何らかの意見をのべることは現在の
ところ早すぎるであろう。しかしながら公平に見ても，二つの機関の1876年前半期の業務
取扱い量は， 1875年の同期のそれの3倍であった。
この報告には， 1873年の歳計予算を除いて，どの歳計予算の支出表にも郵便事業のため
の独自の出費が載っていないことに気づくであろう。問題の費用は内務省に割りあてられ
た金額の中に含まれている。以下の表は駅逓頭の最近の報告から抽出したもので，同省の
1874.1875.1876会計年度の決算と1877年度の予算をしめしている。
終 期 ｜ 支 出 ｜ 収 入 ｜不足額|縣懸す
円 ポンド 円 ポンド ポンド
353,8751 70,7751 292,3621 58,4721 12,303
594,588118,917448,52789，705 29，212
713,2441 1 2,6491 595,2011 119,0401 23,609
786,0961 157,2191 654,5171 30,903126,316
％
21.1
32.6
19.8
20.1
1874年6月30日
1875年〃
1876年〃
1877年（予算）
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ポスト・オフィス
1876年の駅逓局の決算は予算を25,201円超過したので，1877年の予算が過大とは思わ
れない。
代言人免許料(Advocates'Licenses)-1876年2月に年2ポンドの免許料を代言人と
いう職業に就こうとする人すべてに課した。
蚕種紙印紙税(StampsonSilkworm5EggsCards)－普通サイズの蚕卵紙用の印紙
は3ペンスで，普通サイズより小さめのものの印紙は是ペニーである。
糸繭真棉印紙代(StampsonRawandFlossSilkandCocoons)－これらの商品の
販売には印紙を用いなければならない。生糸は糸かせに巻いて2音重量ポンドのものを作
り，糸かせひとつにつき3セント （1ペニー半）の印紙を貼らなければならない。また他
に沓ペニーの20分の1の価値の印紙がある。真棉に対する印紙は75重量ポンドに対し
5ペンスの比率である。繭には58を重量ポンドに対し2ペンス半の比率で印紙を貼らな
ければならない。
生糸売買鑑札料(LicensesforSilkDealers)は生糸取引業者一人当り2シリングか
かる。
先にあげた三つの課税は収入獲得という見地から行われたのではなく，生糸の売買を管
理し，繭と生糸の質の低下を招き日本人のこの商売を永久に傷つける恐れのある慣行を防
ぐためであった。外国人の生糸商はこれら租税から多くの恩恵をうけており，政府の行う
このような管理に大いなる満足を表明している。他方，彼ら生糸商は2番目の租税には多
くの不満をもっている。なぜなら，それが本部を横浜に支部を生糸産地のすべてにもつ一
ギル ド ・
種の同業組合によって課税されていると思われるからである。この組合は生糸取引の管理
を強め，生糸が検査税を納めずに横浜市場へもち込まれるのを防ごうとしている。日本政
府は生糸税の改訂を得策と考えているので，将来政府が組合を撤廃するであろうと期待で
きる。
船税(TaxesonMerchant-VesselsandBoats)－この租税は維新前には極めて不公
正に課徴されていたが， 1872年に以下の通り改正された。
日本形船の鑑札は100石ごとに年4シリング(1石＝約をトン)。
蒸汽船は100トンごとに3ポンド。
・帆船（西洋形)13100トンごとに2ポンド。
ヒロ
1874年以降，長さが3尋以下の船は年10ペンス，3尋以上のものは1尋増すごとに7番
ペンス納める。
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車税(TaxesonVehicles)-1875年以降，同税は次の通り。
年額
シリング
2頭立て馬車 ．………“ 11
1頭立て馬車 ………… 8
2人用人力車 ………… 8
1人用人力車 ………… 4
牛車又は荷車(大七・大八車)…4
荷車(大六以下） ．．………． 2
?? ?????．
1870年以前には，牛車を除いて，車輪のついた車は日本に殆ど知られていなかったの
で，欧州式の車を全面的に利用することは一般に不可能であった。しかしながら，維新の
もと日本人の生活がますます活動的になったので，何らかの迅速な交通機関が絶対に必要
となった。したがって，上記の年に，ある発明に秀でた日本人の天才が想像力を働かせて
人力車，すなわち人間の力で動かす車を造りあげた。それは今や町中の輸送だけでなく，
長旅の利用にも当り前のこととなった。車体一ロンドンの泥よけのない紳士用辻馬車の
車体を小さくしたもの－を1対の軽い車輪の上に乗せ，梶棒と雨天用に油紙の幌を取付
けている。車夫のひとりは2本の梶棒を握って走りながら車を引き， もうひとりは人力車
に付けてある綱をもって先頭を切り，道路の悪い時には肩を使う，また速度を早める必要
のある時は， 1人ないしは2人以上の押し役を雇う場合がある。
会社税(TaxonTradingCorporations)－米・油等々･この租税が課せられたのは
1876年8月で，税率は会社の収入の7％である。
銃猟税(ShootingLicenses)一幕藩時代を通じて，幾つかの地方で狩猟のために免許
鑑札が必要であったが，免許料は一般に決まっていなかった。 1873年に統一的な規則が発
布され，狩猟で生計を立てている者と娯楽のために狩猟をしている者とを区別した。前者
の鑑札は年4シリング，後者のそれは2ポンドである。去る1月に外国代表と日本政府と
の間に協定が成立して，日本で狩猟を望む外国人すべてにそれが義務づけられ， 日本の政
府当局発行の鑑札を携行するようになったが，その手数料は2ポンドである。外国人は条
約の範囲内,すなわち開港場から約25マイル（ある場合にはそれ以下）の地域内でのみ狩
猟を許されている。
牛馬売買免許税(LicensesforDealersinHorsesandCattle)は以前から賦課され
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ていたが， しかし1872年までは徴収に均一的な税率はなかった。規則によれば，各取引
業者は鑑札の所持を義務づけられたが，それには手で牛馬をひっぱって行ける数の7頭ご
とに4シリングを要した。
度量衡税(LicenseforManufactureofWeightsandMeasures)－諸規則の発布
されたのは1875年であるが，それは製造業者をしてその利潤の20分の4を政府に納める‘
よう義務づけたものである。
版権免許料(CopyrightFees)-1875年以降，日本人の著作家は政府に製本6部の販売
価格相当額を納めることによって版権を獲得できる。
外国行免許手数料(FeesforPassportsforForeignCountries)一日本臣民が外国へ
行くために発行される旅券にはすべて， 2シリングの手数料が課せられる。
売薬税(Druggists'Licenses)－この租税を課したのは今年の正月である。これによ
って医業者が使用し処方する薬品および薬剤に影響の及ぶことはない。またそれの目的は
インチキ臭い薬剤の販売を制限することである。インチキ薬の中には，寺院で売っている
厄除札と同様， 日本人が大変信じているものもあるようだ。このようなこれら薬剤を作っ・
たり売ったりできる免許を入手するためには，薬の性質や効能を詳しく書いた説明書を内
務省に送付しなければならない。そして非公認で薬を販売し製造する者には重罰が課せら
れる。薬剤の製造のための鑑札には年8シリング要する。売薬の行商人にはあらゆる種類
の薬に1シリング課している。売薬行商人の鑑札は5年間有効である。
工部省所管鉱山(MineralProduce)-1875-6年と1876-7年の官営鉱山の産出高の，
推定価格は以下の通りであった。
’1875-761876一77
ポンド
63，385
24，564
20,178
1，536
ポンド
144,507
39,600
56，258
2,200
???????
’
109,663 242,565
マイニング・デパートメント
1876-7年の鉱山局の歳出予算総額は243,983ポンドである。
工部省所管汽車(RailwayS)一汽車と電信に関する最新の決算報告を小職は大蔵省か
ら得たが，それは1875年（1月1日から12月31日まで）のものであって，以下の通り
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である。
東京一横浜線（18マイル）
ポンド ポンド
86,559収入………
支出一
鉄道局
鉄道新設費
汽車運転費
余 剰
8,851
14,557
47,986 71,394
15，165
神戸一大阪線(20マイル）
廷
ポンド◆
収入 ．．……･……………
支出一
鉄猶局”……………･…… 19,556
鉄道新設費…．.…･…･…･……．4，523
P
汽車運転業・…･……………･…26,187
余 剰……．．………･……
ポンド
50,611
50,266
345
この報告に関する大蔵省の所見によると，鉄道局の支出全部がこの報告に含まれている
訳ではない。なぜなら， この科目には当時建設中であった大阪一京都間接続のための多額
の費用と共に，江戸一京都間の幹線および京都一琵琶湖間，田中一新潟間の支線の予備調
査費を含んでいるからであると。この報告でふれている二つの線の建設に使用した正確な
資本額を確定することは不可能であるが，たとえそうであったとしても， 1875年の剰余は
明らかに資本の利払いに不十分であった。昨年は剰余がもっと多く，増収入があったと信
ずべき理由がある。
工部省所管電信(Telegraphs)-
ポンド
収入…．．…………………･…29,448
支出…………………………76,909
不足．．…………………・ 47，461
大蔵省はこの不足分を次のように説明している。すなわち，支出には徐々に全県の主な
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町に敷設中の電信線の準備費用の全部が含まれていると。
小職は政府の製鉄所・製糸所・活刷局・造船所・造幣寮の支出に関して信頼すべき情報
を入手することができなかった。
製鉄所や製糸所を政府が設立したのは，民間人が類似のものを建てるように奨励すると
いう見地からであって，財政上の思惑からではない。
旧藩々貸付返納(RefundofEstate-rated-paper-moneyDebt,incurredbyform r
プロヴインシヤル・ガーヴアメンツ
Hans)－通貨を改革した時，中央政府は当時大名の支配下にあった地方政府にそれぞれ異
った額の新紙幣を貸付けた。この科目はこれら貸付けの返納をしめしている。
国債(NationalDebt)については，この報告の第Ⅱ部で取扱う。
帝室及皇族(CivilListsandAppanagesoflmperialFamily)－これは今まで天皇
の内努費に含まれていたが，今後は独立した科目となるであろう。
家緑賞典藤(PensionsforMeritandAllowancestoNoblesandtheirformer
ノープルス
Retainers)-1872年の人口調査の示めすところによると，華族の数は459家である。彼ら
は2階級からなり，公家の数が201家，大名のそれが258家である。公家は主として天皇
家の後窟であり，また常に根っからの廷臣であったようである。この資格で彼らは大名家
より上位に置かれている。一般に，彼らは所領地をもたず，天皇家から米穀で秩禄を受け
ていた。大名家は，それとは逆に，武力階級の出であり，彼らは所領地と支配地域をもっ
ていたが，その間天皇家の権力は殆ど停止状態であった。長い時代に及んで，大名同士あ
るいは将軍家と大名とが争いあった。大名家の目的は独立を勝ち取りそれを守ることであ
ったが，将軍家のそれは大名たちを将軍の権威に服従させることであった。このような成
果を最初に勝ち取ったのは約265年前の徳川将軍であった。それ以後200年の間，諸大名
は江戸で臣従の礼を執るよう強制され，格式の低い大名は幕府内で高位に就いた。約50年
前，大名のなかで2， 3の比較的有力な者が再び将軍からの独立を宣言したが，将軍の権
威への憎悪が維新を招くひとつの重大な要因であった。
諸大名は，将軍に恭順して以来，様々な快楽や箸侈を断念し，その一族の利害を家老の
手にゆだねたそうである。維新以降，大名はこの国の政府に殆ど参与しなかった。そして
今では，殆ど例外なく大名の噂をきくこともなくなった。ただ彼らの政府との結びつきは
秩禄との関係だけである。
ピーザント・ファーマーズ
侍，すなわち武士階級はもともと自分の土地を耕していた小百姓である。 2， 3の著者
ミリタリー・クラス
の解説によれば，侍は8世紀末早々に独立の戦闘集団となった。そして，たとえそうであ
ったとしても， この分離がますます顕著になったのは，天皇の権力が大名の影響力の増大
79
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で狭められたからであるという点で大方の意見の一致をみている。大名が段々と特権を拡
パロン
大し，半ば自主独立の状態を達成するにしたがって，侍の集団はますます各小豪族をささ
え奉仕するために必要となった。かくして， 日本史上ふるくから侍は国民の中で認知され
ライス・
た強力な階級になったのである。侍は恐らく初めは軍事活動に専念し，その代わりに扶持
アロウワンズ ペンシヨンズ
米という形で禄を受けとったのであろう。そしていつなん時でも戦闘員の十分な供給を確
保できるように， これらの禄が永久に授けられたのである。時の流れと共に，侍は学問に
専念するようになり，遂に文武を独占的に追求してゥ この国の事実上の支配者になった。
アロゥヮンズ・オブ・ライフ
この世襲の受禄者の他に，維新時の功績ある活動により終身扶持を褒賞として授けられた
者がいた。
幕藩体制の下では， これら扶持を与えたのが大名であった。しかし1868年に大名が自領
地と行政権を天皇に奉還した時，中央政府はこのような扶持の給付の責任を引継いだ。
侍の仕事がもはや必要でなくなっただけでなく，侍のような性格と人数の武装集団の存
在は，藩主に対する強い党派的愛着感によって彼らの意気は盛んであったけれども，国庫
にとっては厄介物であった。
政府はそれゆえ彼らの抑制を決めた。だがいかに彼らの扶持米が廃止されようとも，彼
らはある程度の補償を要求する明確な権限をもっていたので， また彼らは極めて強力な階
級を形成していたので，彼らの取扱いには用心が肝要であった｡政府は， したがって， 自
ヘレデタリイ・ペンシヨンズ ァニユイテイズ
発的に永世禄を放棄した大名＊と侍全員に6年間の収入相当額を，また終身禄を有してい
た者は4年間の収入相当額の一括給付を申し出た。支給方法は，半分が現金，半分が政府
債券で利率8％，外国人以外であれば誰に売ることも抵当に供することもでき， 3年据え
置き政府の都合によって償還できるものであった。
ペンシヨナーズ・
この提案は1873年に行われたが，受禄者の殆どはこれをきっぱりと拒絶した。同年の歳
計予算で秩禄の支給にあてた額は2,522,763.ポンド,1875年には3,519,312.ポンド，
1876年には3j503,490.ポンドであり，これは平均して日本の歳入総額の4分の1を遙か
に上回るものであった。
この莫大な費用をまかなうにあたって，政府が常に厳しい困難を経験したのは当然であ
る。また政府は，年々の経常収入でその費用をまかなうことの難しさが段々わかってき
た。
1873年に政府は240万ポンドの公債をロンドンで募集せざるをえなかったが，発行目的
＊ この報告の他の個所でのべたように，維新当時，大名が保持することを認められて
●
いたのは，以前の収入の10分の1であった。
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キヤピタリゼーシヨン ．
は上記の就産資金化計画のための基金を作ることであった。そして1874年に政府は，問題
インカム・タックス
の秩禄に高率の秩禄税を課してその負担を軽減することが必要であることを知った。とは
いえ， このような措置が国庫の大幅な負担削減とはならない。なぜなら，国庫は， これま
で侍に秩序を守らせることが主要な仕事であった常備軍の創設と維持のために，年々増大
する金額を支出しなければならなかったからである。そこで政府は逆に， 1876年8月秩禄
の強制振替えを決定した。このために政府は，侍の人数と金禄額の統計表を作成した。そ
してこの表から抜すいしたのが以下の説明である。
’金 禄 額 受禄者数
70,000円以上
50,000円〃
30,000円〃
10,000円〃
5,000円〃
1,000円〃
100円〃
25円〃
25円未満
16人
8
15
80
74
393
15,484
175,174
127,184
70,000円未満
50,000円〃
30,000円〃
10,000円〃
5,000円〃
1,000円〃
100円〃
’計 318,428
この318,428名の受禄者は華士族の家長である。1872年に行われた先の人口調査を参考
ジュニアー・プランチズ
にして，小職の気づいたことは，華士族の家族とその分家を加えて，受禄者総数は1,947,
223名，うち男子972,123名，女子975,100名である。1876年8月の秩禄強制振替えと同
時に，布告が発せられ就産の資金化の規模を固定した。それは，最高層の秩禄に対する5
年間相当分の買上げから始まり，秩禄高が減少するにしたがって段々と買上げ額をひきあ
げ，最下層の秩禄に対しては買上げ額を14年間相当分に定めたものである。振替えられた
資金の支給は5年後から始まり，政府の都合次第ではその後25年間にわたって行われる。
それゆえ遅くとも30年たてば，このための費用は予算から完全に姿を消すであろう。その
間，秩禄は売却も譲渡もできない政府債券に振替えられるけれども，債券保有者はそれぞ
れの振替え資金額に応じて，大秩禄の場合には5％，小秩禄の場合には7％の率で利子を
受けとる。
高所得はこの計画で大きな影響をうける。例えば，第1階層に属する受禄者は，年間の
世襲収入7万円に代って， 30年間に35万円の資金を受給する権利しか認められなくなり，
そしてその問に受けとる利子は資金額の5％，すなわち17万5千円であり，それは彼の以
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82 ・關西大學『經濟論集』第33巻第1号
前の収入の4分の1にすぎない。他方政府は，低所得には比較的ゆるくのぞんでいる。受
禄100円の者には以前得ていた収入の3分の2が保留され,また100円以下で大多数の属
する所得層-302,350人一が新方策からこうむる損失は更に少いであろう。そのため
に国庫に生じると思われる負担の軽減に関し，小職が大蔵省から得た情報によれば，その
額は来年で約400万円すなわち80万ポンドと計算されている。
プライム・ミニスター ヴァイス・ミニスターズ
太政官(CouncilofState)－この機関は太政大臣と2人の左・右大臣，そして国家の
10大行政部門の事実上の首脳である「卿」の全員から成っている。それは一種の閣議であ
り，通常週に1回，天皇の臨席を得て会議を開き， 日本の統治に関係のある凡ゆる重要問
題を最終的に決定するところである。
元老院(Senate)は身分の高い者達で構成されているが，必ずしも政府任命の官吏と
は限らない。議官の数は20名から30名までの間で，議長は皇族である。政府の決定した
新しい法律のすべてや旧法で改正の必要とされるものをそこで練り上げるのであるが， し
かし政府の同意なしには立法措置に着手することはできない。
会議院(AssemblyofLocalO伍cials)は3府35県から1人ずつ出た上級官吏で構成
されている。それは全くの諮問機関であり，その主要な機能は中央と地方の両方に係わる
もの，例えば道路・地方課税・地方の学校等々のような方策を勧告することである。この
議院は1875年に設置されて以来1回開かれただけであった。
外務省(MinistryforForeignAffairs)－この項目の費用に含まれているのは同省の
ヴアイス・ミニスター
幹部職員の俸給だけである。幹部職員は卿と大輔およびその他140名の官吏から成ってい
るが，その俸給は卿が1,440ポンド，大輔が960ポンド，その他職員の年俸は30ポンド
から960ポンドまで様々である。
プライム・ミニスター
小職はここで次のことを言及しておこう。日本の総理大臣の公式の俸給が1,920ポンド
ミニスターズヴアイスノミニスターズ
であり，その他の大臣と副大臣のそれは外務省の場合と同じである。
内務省(Ministryofthelnterior)－同省の職員1,008名の他に，この費用には他の
多くの支出科目が含まれてるが，それについて詳述する必要はない。生糸製造所・港湾お
よび土地の調査の部局は同省の管轄下にある。
、 ステイト・プリンティングオフィス
大蔵省(MinistryofFinance)の官員は1,363名で，国営活版局を統轄している。同
ミント タックス ペーパー・マニー スタテイステイカル オーデイト ローン レコード ペイマスター デパー.トメンツ
省は造幣・租税･紙 幣・統､ 計・検査・国債・記録・出納の各寮に分かれてい
る。
陸軍省(MinistryofWar)－陸軍省の費用には，同省の官員699名の俸給の他に，陸
軍と関係のある経費がすべて含まれている。以下の統計表は軍隊の兵員数と配置を示めし
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たものである。
軍隊は国民のあらゆる階層から徴兵制度にもとづいて補充している。兵役期間は3年間
で，それを終えた人は4年間予備役に編入され， 40歳まで召集に服す義務がある。兵役は
嫌われているようである。つい先の2月1日に告示が発せられたが，その中でのべている
ように，故意に不具になったり，あるいはその他の方法で徴兵を忌避する者が多いため，
兵員数が陸軍の定員数を下回ることがしばしばで，そのような常習行為をやめさせるよう
役人に命令している。兵士たちには，軍事教練の他に，読み書き等を教えている。そして
彼らのための職業学校の設置も計画されている。
海軍省(MinistryofMarine)－陸軍省と同様，この費目には海軍のあらゆる経費が含
まれている。海軍力は以下の表から知ることができる。
文部省(MinistryofPubliclnstruction)一文字や学問が遠い時代の中国と朝鮮から
日本に入って来たことは，早くも西暦300年に宮廷へ中国語の知識と書物を伝えるために
渡来した両国出身の学僧たちの日本史料の中に云及されている。しかしながら，教育の目
レジーム・オブ・ザ・シヨーグンズ
釣はその時期，すなわち知的暗黒時代においても，また幕藩体制の下でも，国民のあらゆ
る階級に知識を普及することではなかった。それはもっぱら公的な訓練によって公務の遂
行に足る人数を用意できるようにすることであった。かくして，将軍と大大名の多くは高
水準の教育制度を整え維持したけれども， これはもっぱら侍階級のためのものであった。
庶民の子弟は藩校に入学することを認められなかったので,彼らの受ける教育はすべて私
塾が個人教師によってであった。このような差別にもかかわらず，商人・農民・職人で読
み書き算盤のできる人達が非常に沢山いたそうである。
維新政府の下では，あらゆる知識を国民のすべての階級に普及させることが， この国の
発展に不可欠であると早くから認められた6そして，新しい教育制度に適っていると認め
られ，帝国全土に行き渡っている旧い学校も，それに追加され，現在も追加中の新しい学
校も，すべて社会のあらゆる階級出身の学生に平等な条件で開かれている。
文部省は1871年に設立されたが，同省の発表した最近の報告は1874年のものである。そ
こから抽出したものが次の数字である。
教育目的のために帝国を7つの地区に分割しているが， 1874年には全地区で，小学校が
20,017校，1873年の開校数より7,459校増えている。中学校32，師範学校53，外国語学
校91,そして官立単科大学2であった。
以上の学校の生徒総数は1,730,179名，うち男子1,312,141名，女子418,038名で，生
徒総数の対人口比率は5.15％であった。この比率は確かに小さいが， しかし1873年の生
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徒数と比べた1874年のそれの増分，すなわち568,966名という数が2，3年間持続される
ならば， 日本はこの点で間もなく西欧先進諸国と同じ水準に達するであろう。
授業の質はこの報告の限度を超える問題であるので｝その点に関しては，あらゆる専門
科目が外国語で教授されていると評するだけに留めておく。医学はドイツ語で教授されて
いるが， しかし文部省の報告によれば，英語はそれ以外のあらゆる科目で使用されている
ので，将来は英語がドイツ語にとってかわって使われるであろうと。
文部省のお雇い外人教師103名のうち，45名（男40名，女5名）がイギリス人，19名
（男17名，女2名）がアメリカ人，そして残りはドイツ人22名，フランス人14名,ロシ
ア人1名，スイス1名，中国人1名である。
1874年の小学校に関する支出総額は639,055.ポンドであったが，そのうちの216,169．
スクール・デイストリクト・レイツ
ポンドは任意の寄付で， 291,722.ポンドは学校区税で，60,320.ポンドは授業料でまかな
われた。小学校への政府補助金は6万ポンドであった。また政府は，同年中に大学および
上級学校に対しても128,628.ポンド支出したが，その他若者の欧米留学に相当な額を支
出した。
同省の官員は170名である。
教部省(MinistryofPublicWorship)の官員は108名である。
マインズ レイルウェイズ テレグラフス ライト・ハウジズメカニツクス
エ部省(MinistryofPublicWorks)は，鉱山・鉄道．電信・灯台・工作
メカニカル･サイエンス リペアーズ
・検 査・営繕の7局に分かれ,官員は889名である。
司法省(MinistryofJustice)の幹部職員の数は，江戸の中央裁判諸機関を含め1,370
名である。
プロピンシヤル・コーツ ハイ・コーツ
この国には23の地方裁判所がある。控訴は先ず江戸・大阪・長崎・新潟の4つの上等裁
シユープリム･コート
判所のひとつにもって行き，そして最終的に江戸にある大審院にもって行ける。
宮内省(MinistryofthelmperialHousehold)の官員は292名である。
以上， 10省のうち9省（先に出版された官員録には海軍省のものが含まれていない）に
おいて， 6,039名の官員が年額960ポンドから30ポンドまでの様々な俸給をもらっている
ようである。 この方面のかかる大量の雇用は多分維新の帰結のひとつであったのであろ
う。当時，維新のために闘った人々を報いる必要のあったことは理解できるし，大量の官
吏の登用は,そのとき功労に報いる方法として最も安易なやり方であった。誰も気づいて
いたことだが，各省には仕事に必要な人手を遙かに上回る人手があった。そして，地租を
2.5％，歳入を800万円だけ減らすという1月4日付の天皇の布告が人員整理を絶対に必
要としたとき，卿らがこの措置を行う機会をひたすら待っていたというのはあり得ること
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である。同額の支出の削減が同時に命令され，その結果あらゆる部局の官員は全員解雇さ
れたが，その中で再び採用されたのは一部の人だけであった。小職は削減の程度を確認す
ることができなかったが，その人数がかなりのものであったことは確かである。
デパートメント
開拓使(ColonizationDepartment)－この使が設置されたのは1871年であるが，その
目的は，第1にエゾの島の資源を開発すること，第2に外国の作物・家畜・農器具及び果
樹を導入して帝国全土の農業を改善すること，であった。
ﾆｯﾎﾟﾝ
1862年以前には,エゾ島は本州の日本人にとって未知の領域であったようである。彼ら
が実に620年も前の遠き時代から，ときどき採鉱事業を行っていたことは間違いない。上
述の年に，それの予備調査は将軍家に雇われたひとりの外人技術者兼地質学者(W.P.:'､
レークー訳注）の手で行われたが， しかし1871年まではそれ以上の調査は全く行われなか
ったようである。調査は1871年に再開され，1875年末まで続いた。
同使で公刊された調査報告から明らかになったのは，エゾの面積が35,739平方マイル，
住居はまばらで，人口*の主要な部分はアイヌ，すなわち「毛深い人」であり，彼らは日本
の原住民の最後の生存者と考えられている点である。また彼らは筋骨たくましく活動的で
敏捷，従順で温和，そして狩猟と魚釣りで生活していると云われている。島には石炭･銀
・硫黄・金およびその他の鉱物がある。初めの三つのものは， うまく掘り出されていたな
ら，かなりの収入を挙げていたかも知れないと云われているが， しかし金の最も豊かな鉱
脈は枯渇したようである。
鉱物資源の他に，島には油井．すばらしい樹木の大森林，そして沃土， とりわけ小麦・
大麦・麻類の作物に適した沃土があり，他方，河や近海には鮭・鱈・鰊・鰯等々とラッコ
が豊富である。気候は健康によいと云われているげれども，本州とくらべかなり寒く冬は
厳しい。
開拓使はエゾの首都を札幌と呼ばれている場所に決めたが，そこは精選された土地のよ
うに思われる。その札幌と秀れた錨地である室蘭湾とを， 開拓使は長さ90マイルの馬車
道で連結した。約100マイルの道路がこの島の別の地方に造られている。開拓使は模範農
場と内地風の苗木畑も作ったが，外国の家畜・牧草・果樹等々をエゾの各地に発送する前
に，そこで順応させたり， また農場の科学的経営や造り方そして西欧の農器具の使い方を
教えたのである。
＊ 1872年の人口調査では，全人口が123,668人，うち男子63,031人，女子60,637人
とされている。
88
イギリス外交官の日本財政分析(2)（戒田） 89
しかしながら， この島が日本にとって，価値ある財産となるまでには，あるいはその収
入が開拓使の支出を補うようになるまでは，恐らく長い年月が経過するであろう。なぜな
ら，本州の人はエゾヘの移住に非常な嫌悪を示すからである。そして調査担当者の陳述に
よると，開拓使はこれまで，気前のよい条件で土地を提供してこの嫌悪感をやわらげよう
とはしなかったのである。漁業が適切に規制されるならば，確かにこの島にとってより多
くの富をうみだす源となったかもしれないけれど，いまでは開拓者の損になるように，主
として本州居住の日本人に請負わせている。そして魚は，中国と日本以外の市場に向かな
いような方法で保蔵処理されている。
地租改正局(LandTaxReformO伍ce)は地租の再査定のために1873年に設置され
た。
3府35県(AdministrationofthethreeFusandthirty-fiveKens.)－府というの
は江戸・京都および大阪の都市で，県は帝国を維新直後に行政目的で，分割した区域であ
る。
元来68県あったが，1876年早々その数は35県に減らされ，更に23県に削減されるとい
ガバナーヴアイス・ガバナー
う噂がある。各府県は天皇の任命する県令と権令によって統治される。
警察(Police)－帝国の全警察力は18,473名である。そのうち6,000名が江戸,895名
が京都そして606名が大阪に駐留し，残りの10,972名は35県に配置されている。江戸の
警察力は常時，定員を上回るようになっている。なぜなら，中央政府の所在地であるがゆ
え，そこから国内の警察サービスを必要とする地方へ，大部隊を最もたやすく派遣するこ
とができるからである。
伊勢神宮および国．府県神社(TheShint6Shrinesofls6andotherShint6tem-
plessupportedbycentralandprovincialGovernments)－江戸の南西約200マイル
にある伊勢の国の神社は， 日本人にとってマホメット教徒のメッカと同じくらい重要であ
る。何千人もの巡礼者たちが，毎年神社へ群をなして参詣し，あらゆる病や災難除けのお
守りを買っているが，お札を売るのは神主たちであり，それは帝国の他のどのような神社
で配るお札よりも遙かにご利益があると思われている。
宮殿造営(ReconstructionofthelmperialPalace)－天皇の江戸の宮殿は1874年に
焼け落ちてしまったので，陛下のために新殿を建てることになった。総費用として20万ポ
ンド計上されているが，完成までに5年かかる筈である。
その他の支出科目は，わざわざ説明を要しないものを除けば，本報告の第Ⅲ部で云及す
るであろう。
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第Ⅱ部一国債
旧制度の根絶とそれに代わる新しい行政管理の諸機関と形態の設置は，少くとも世界各
国に共通したひとつの特徴をもったようである。すなわち，それは常に国債の創設ないし
増大を伴った。
日本もこの法則から例外ではなかった。もっとも一般に想像されるより遙かに小規模で
はあったけれども。
パリューズ
旧幕時代を通じて，将軍家と大多数の大名は，あらゆる種類と額面価格の紙幣を発行し
た。なかには酷セントや弛セント相当の小額紙幣もあったが，それらの流通は各地方行政
区だけに限られていた。理論上， この紙幣は鋳貨と兒換可能なものであったが，実際には
発行者が鋳貨で紙幣と等価の支払いを履行することは殆どなかった。
中央政府は，新体制確立後，直ちにかかる多種多様な通貨を撤廃し,それに代って統一
プロピンシズ
的な紙幣におきかえ，各「藩」－当時地方行政区はこのように呼ばれていた一におお
よそ以前の流通量および予想される必要額に応じて多量の新紙幣を引き渡した。同時に政
府は，将軍家と大名が統治していた間に負ったそれぞれの債務の履行責任を執った。
このような債務額と将軍や大名の発行した紙幣額が，したがって， 1868年以前の日本の
国債であったと云えよう。そして1868年時点の債務総額と今日（1877年一訳注）の債務総
額との差額は，まさに日本国民が過去9年のあいだ日本の政府と国家に生じた諸変化に対
して支払った代価を示すものであろう。
添付した表には,国債に関する政府報告が含まれているが，それらは過去4年半の概算
を公表したものである。小職は， 1875年の前半の6カ月の報告だけでなく，1873年と1874
年の報告をも加えておいた。その主たる理由は，それらが報告に添付されている概算を示
すというよりも，報告の公表時にもっていた未熟な財政観を一層明快に示しているからで
ある。
このような報告の1番目のものに関して，次のことだけは云及しておく必要がある。す
なわち，流通紙幣量についてだけでなく，公債に支払われるべき利率についての説明がす
べて省略されていること，そしてそこで触れている外債は， 1871年にロンドンで調達され
た横浜一江戸間の鉄道建設のための債務であるということである。
1874年の報告は比較的詳しくなっている。各種の公債の利率が触れられており，また準
備金の存在と額が公開されている。その報告には， 2種の外国債，すなわち2,342,800ポ
ンドと303,000ポンドの外国債の追加が掲載されている。最初の金額は1873年に家禄賞典
????
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公債報告
1 873年度の概算
9エ
円 ポンド
有利足内国債
無利足内国債
計
内1872年及1873年ノ償消額
残債額
外国債
計
13,755,873
12,718,478
2,751,176
2,543,695
26,474,351
?
758,700
5,294,871
151,740
25,715,651
5,509,050
5,148,131
1,101,810
31,224,7016,244,941
1 874年度の概算
ポンド円
4％利付内国債
6％ 〃
無利足内国債
計
1874年12月31日マデノ償消額
1874年12月31日現在ノ残債額
9％利付外国債
7％利付外国債
無利足外国債
11,237,750
1,580,200
9,232,553
2,247,550
316,040
1,846,510
22,050,503
249,223
4,410,100
49，844
21,801,2804,360,256
3,859,592
11,712,000
1,515,000
771,918
2,342,400
303,000
17,086,592
2,003,000
3,417,318
400,6001874年12月31日マデノ償消額
1874年12月31日現在ノ残債額
内国債
外国債
計
1874年12月31日現在ノ準備金概算額
残余ノ無保証債額 。
15,083,5923,016,718
21,801,280
15,083,592
4,360,256
■
3,016,718
7,376,974
4,.205,968
36,884,872
21,029,841
3,171,00615,855,031
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1875年度の概算（1月－6月）
92
ポンド円
4％利付内国債
6％ 〃
8％ 〃
計
無利足債
12,048,750
2,213,550
5,868,725
2,409,750
442,710
1,173,745
20,131,025
10,092,532
4,026,205
2,018,506
30,223,557
606,833
6,044,711
121,366半年ノ償消額
1875年1月1日現在ノ残債額
9％利付外国債
7％ 〃
29,616,724
3,491,152
11,712,000
5,923,345
698,230
2,342,400
15,203,152
722,240
3,040,630
144,448半年ノ償消額
1975年1月1日現在ノ残債額
内国債
外国債
計
旧楮幣
兇換証券
旧藩紗
フランクフォルト新紙幣
計
総計
1875年ノ準備金概算額
無保証債額
2,896,18214,480,912
5,923,345
2,896,182
29,616,724
14,480,912
8,819,52744,097,636
6,471,430
344,502
930,923
11,441j435
32,357,153
1,722,508
4,654,616
57,207,174
19,188,29095,941,451
140,039,087
22,074,865
28,007,817
4，414，973
23,592,844117,964,22
禄の就産の資金化のために調達された公債であり， 2番目は下関事件の賠償金の最終回の
支払い分である。後者の金額は借入れたものではなく， 1874年の歳出予算で準備金から支
払われたと云われているように，それは外国債の科目に加えられるべきものではなかった
のである。
第3の報告では， 1875年の前半年について，紙幣の説明が与えられているが，しかしこ
の数字は不完全であり，概して，最初に触れた三つの記録は間違っていると大蔵大輔が教
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1875-76年の概算（7月1日－6月30日）
1875年7月1日現在の公債報告
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ポンド円
4％利付内国債
6％ 〃
8％ 〃
‘計
無利足債
12,041,564
2,238,550
8,686,950
2,408,313
447,710
1,737,390
22,967,064
10,037,785
4,593,413
2,007,557
33,004,849
94,803,819
6,600,970
18,960,764紙幣流通高
内国債合計
9％利付外国債
7％ 〃
計
内・外国債総計
準備金
府県予備金
勧業・救助ノタメノ貸付金
127,808,66825,561,734
3,003,152
11,477,760
600,630
2,295,552
2,896,18214,480,912
142,289,58028,457,916
24,416,257
536,075
12,594,889
4,883,251
107,215
2,518,978
7,509,44437,547,221
無保証債額 104,742,35920,940,472
えてくれているので，小職は直ちに1875-76年の予算解説に目を走らせた｡大蔵大輔の話
によると，解説書には1875年7月1日時点での公債の正しい数字が含まれているからであ
る。
そこでは内国債に4項目のあることがわかるであろう。このうち第1項のものは4％の‘
利付債であるが，それは1868年から71年までの，すなわち維新から廃藩までの時期に，天
皇の任命により旧領地をそのまま統治していた諸大名のこしらえた債務である。天皇の政
府は，全国の統治を手にした1871年にこのような債務の履行責任をとったのである。
2項目の内国債は6％の利付であるが，1873年から流通中の紙幣量を制限して紙幣の価
値の低落を防ぐ目的で，今日まで続いている政府の財政運営の結果である。この財政運営
は, 50円以上の保有者に6%利付政府債券を購入させて，債券の一定数を毎年抽せんで償
力ネ
還を決め，貨幣で支払うというものである。
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ポンド円
??? ??????
2,360,350
447,710
3,.328,370
11,801,750
2,238,550
16,641j850
6,136,430
2,006,554
30,682,150
10,032,720
8,142,974
18,810,946
40,714,870
94,054,731紙幣流通高
内国債合計
9％利付外国債
7％ 〃
計
内・外国債総計
準備金
諸貸付金
26,953,920134,769,601
585,600
2,245,424
2,928,000
11,227,123
2,831,02414,155,123
29,784,944148,924,724
5,668,283
1,876,497
28,341,416
9,382,485
7,544,78037,723,901
無保証債額 22,240,164111,200,823
3番目のものは8％利付債であるが，1873年に家禄賞典禄の就産の資金化をめざして提
インカム
案された計画に由来している。当時，賞典禄を自発的に奉還した者には6年分の禄高相当
・ アニユイテイズ
額を，また終身禄を保有している者には4年分の禄高相当額を，両者共に半分現金で半分
8％利付政府債で支払うと維新政府によって提案されたことは，記憶に残っているであろ
う。この科目に属するものが上述の計画の下に資金化された家禄賞典禄高に他ならない。
4番目のものは無利子で，維新に先立つこと50年の間に，諸大名が日本臣民から借りた
金額をしめしている。天皇の政府はこの債務の支払いを正当な行為とみなしたので，支払
期間は債務の契約期間の長さと一致するように調整された。したがって，それは年に2％
づつ分割返済中である。
外債については既に説明したので，次は通貨の報告に入る。
小職に上記の内債に関して情報を与えてくれた大蔵大輔の説明によれば，将軍家と大名
が発行し,天皇政府に支払い責任の引き継がれた紙幣額は4,900万円（98万ポンド）であ
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つたと。この紙幣は，上述のように， 1868年に同額の政府紙幣に取り替えられた。そして
更に1868年から1870年までの間に約480万円の紙幣が発行された。この紙幣は，小職が6
％利付公債に関する短評の中で言及した方法を除いて,現在免換されていない。しかし事
情が許せば，それを正貨と免換できるようにすることが政府の公然の意図であるので，小
職はそれを国債の1部とみなすことに涛跨するのである。
かくして，現在まで天皇政府の発行した紙幣総額は9,700万円（1,940万ポンド）で，
1875年7月1日時点での流通額は94,803,819円（18,960,764ポンド）であった。
ヒユーダル・タイムズ
上記のことから明らかなように，維新政府が旧幕時代から継承した債務は以下の通りで
ある。
ポンド
2,007,557
9,800,000
1. 1875年7月1日時点での無利足内債の総額
2． 将軍家と諸大名の発行した紙幣額
計………11,807,557
維新以降生じた債務は以下の通りである。
ポンド
4％利付債で大名が天皇の名によりそれぞれ
の藩務を司っている間に契約したもの
(1875年7月1日時点の額） …2,408,313
6％利付債で，単なる紙幣相当額の臨時基金… 447,710
8％利付債で， 1875年7月1日までに資金化
された家禄賞典禄の高 “● 1,737,390
1875年の紙幣流通額18,960,764ポンドより
将軍と大名からの継承額9,800,000ポンド
を差し引いた額 …9,160,764
鉄道建設と家禄賞典禄の就産の資金化のため
に調達された外国債（1875年7月1日時点の額）
ポンド
(1)鉄道建設 … 600,630
(2)家禄賞典禄の就産の資金化…2,295,552
1
??
4
5
2,896,182
総計 ・・ 16,650,359､●●●●●･●●●●●●●●●●
この国債総額に関して所見を述べておかなければならないことは，先ず第’に， 3番目
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の公債と5番目の公債の(2)であり，それらは自己償還債である。なぜなら，それに対して
支払われる利子を埋め合わすものが，華士族の家禄賞典禄に対する国庫の負担の減少であ
るから。第2は， 国債総額を政府の手持ちの準備金7,509,444ポンドでもってすれば，
9,140,915ポンドに減額できるという点である。
ここから，維新政府のしょい込んだ実際の債務額は925万ポンドを下回るものと思われ
る。そして維新中この国に生じた変化の重大さと範囲を考慮すれば，すなわち政治全体の
改革，陸・海軍の創設, 2,000を超える諸税の撤廃に伴う統一的租税制度の採用，鉄道・
電信の導入，灯台と郵便局の設置，新通貨の発行，公教育の拡充，新規の民・刑法典の創
設等々，達成された成果と比べれば， これ位いの債務残高など，不釣合の額とは思われな
い。
1875年7月1日時点での公債総額は28,457,916ポンドであった。そして最新の報告，
すなわち本年（1877年一訳注）の概算を含み，1876年7月1日時点での債務について解説
している報告によれば，公債総額は同年中29,784,944ポンドになった。
国債のなかで増えているものは， 8％利付内国債と9％利付外債である。前者に関し
て，大蔵大輔がﾉl､職に教えてくれたことは，それがすべて1873年の計画にもられた条件通
りに自発的に奉還された家禄賞典禄の就産の資金化から生じた買上げ請求を解決するため
であると。外債に関して，氏の説明するところによれば，それの増加は実質的なものでな
く，名目的なものにすぎない。なぜなら， この外国債は当該年に償還された分だけ減少し
ているからである。今回の報告のなかに，政府の買上げた少数の債券を未償還額に算入し
ているためである。けだし，それはまだ消却されておらず，前回の報告の中では除外され
ていたからである。
同時に，準備金はわずかであるが増加した。小職が同じ関係筋から教えてもらったこと
であるが，それは凡そ次のものから成っている。
金 貨
政府紙幣
政府貸付金
4,000,000
1,600,000
1,900,000
公債の利払いと償還のための年間の費用は以下の通りである。
この表からわかるように， 1876-77年には国債費が241,158ポンド増えているが，そ
れは8％利付内国債に増発がみられたためである。
1875-76年および1876-77年の2年間にわたるこの国の支出の平均と，同じ期間の国債
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1875-761876-77
内国債一
利子
元金
ポンド
378,848
124,388
ポンド
380,733
366,630
503,236747,363
外国債一
利子
元金
218,167
147,727
211,689
151,236
365,894362,925
計 869,1301,110,288●●
の利払い及び償還のための平均費用を比較すれば，国債費は支出の8％以下であることが
わかる。
外国債の費用については，年々の元金償還額に比例して恒常的に減少するであろう。す
なわち， 9％利付外国債は5年間で，また7％利付外国債は1895年に消却されるであろ
う。
第Ⅲ部一概評
下記のような1875-76年と1876-77年の歳計予算の対照表が，後者の年度の予算と一緒
に今年の1月に公表された。大蔵卿はその時次のように語った。すなわち， これ以上遡及
した年度の比較は，それらが不満足な方法で作成されているため不可能である。したがっ
てこの表の中身も， 日本の財政状況に関してなんらかの概評を行うための土台づくりのよ
うなものである。とりわけ，本当の収支報告が公表されないうちは，財政状況についてそ
れ以上の考察は時期尚早であろうから。
この表によれば,当該年の収入の減少総額は1,118,525ポンドで,支出のそれは1,100,932
ポンドである。
収入の主要科目は以下の通りである。
1． 地税(theLandTax)の減収額は，既述のように，地価の3%の割合で賦課する
という新制度の採用の結果である。
その後の年度の予算が公表されないうちは， 2.5％への税率の引下げの効果がはっきり
しないであろう。けだし，当該年の地税の大部分は，今年1月4日の勅令の公布に先立つ
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歳 入
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| ，875-761 』876-7？｜ 増 ｜ 減
ポンド
3，541
ポンドポンド
，348,968
10,301,193
2，093
21，657
453,562
87，497
10,147
322,616
20,000
106,984
114,000
114,283
96，581
109,663
138,204
30，429
90,055
135,048
193,791
29，134
73，454
310,747
607,545
ポンド
352,509
,311,349
2，221
18，716
4391783
74，118
． 6，985
474,773
109,989
106,376
130,577
104,717
160,873
242,565
138,594
32，772
77，142
154,160
138,554
27，943
25，954
205,369
265,099
'海関輸出入税及諸収入
地 税
鉱山税
官禄税
家禄賞典禄税
北海道物産税
琉球藩貢納
酒類税
煙草税
証券印紙諸税
郵便税
その他印紙税
その他諸税手数料
鉱山収入
汽車収入
電信収入
諸製造所
造幣寮
官有物払下代
官有地及家屋類貸下料
森林諸収入
税外雑収入
税諸貸出金返納
計
989,144
118
2,941
13,779
13,379
3，162
152,157
87，989
608
16，577
64,292
132,902
390
2，343
9,566
12,913
19,112
55，237
1，191
47,500
105,378
342,446
1,118,52513，717，65312,599,128
て徴収されたものであるから。この処置で地税は更に約160万ポンド減少するであろうと
推定されている。
2． 家藤賞典腺税(TaxonAllowancesandPensions)の減収は，家禄賞典禄の就
‘産の資金化にもとずくものである。
3． 北海道物産収入(RevenueoftheHokkaido)と
4． 雑収入(MiscellaneousReceipts)－官有物払下代と諸貸出金返納。
当該年に相当な増収をしめした諸税は酒類税と煙草税であり，駅逓・汽車・電信・鉱山
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歳 出
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I1875_7611876-771増 ｜ 減
－
ポンドポンド
241,158
20,000
ポンド
869,131
145,580
3,561,073
80，000
40,000
6，000
34，000
460,000
320,920
1,390,000
540,000
340,000
14，000
950)000
250,000
44,500
359,943
9,600
110,772
749,278
200,000
120,000
44,000
274,000
103,000
1,384,034
300,000
1,000,000
ポンド
1,110,289
165,500
3,541,071
98，800
41，400
6,000
37,120
739,963
359,720
1,450,000
709,940
340,960
14,600
980,000
284,100
63,200
381,132
94，200
90，504
74,996
239,000
150,000
44，000
327,800
109,660
111,810
100,000
266,000
国債償還
帝室及皇族
家禄賞典禄
太政官
元老院
会議院
外務省 ’
内務省
大蔵省
睦軍省
海軍省
文部省
教部省
工部省
司法省
宮内省
開拓使
地租改正局
府
三十五県
警視庁
警察費
諸神宮
府県営繕
公使館及領事館
雑支出
貸 付
非常予備
計
19,998
18,800
1,400
、●
3,120
279,962
38，800
60,000
169,940
960
600
30,000
34,100
18，700
21，188
84,600 ●●
20,217
7，282
39,000
30,000
53,800
6，660
1,272,224
200,000
734,000
13,699,701 1,100,93212,598,769
・造幣および海関からの収入に増加がみられる。
海関収入の増加に関して，小職の意見をのべれば， 1873年にこの財源から生じる収入は
それ以降の年度の収入を上回っていると。すなわち，各年度予算に計上された収入は次の
通りである。
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ポンド
364,782
343,383
348,968
352,509
1873
1874
1875
1876
I
これは日本の外国貿易にわずかな減少あったことを示めしている。以下の数字はイギリ
ス領事貿易報告から抽出したものであるが，それによれば， 日本の対外貿易の減少の性質
と規模があきらかである。
輸 入 輸 出 計
ポンド ポンド ポンド
5,488,8134,132,1999,621,012
4,844,7261 4,000,3271 8,845,053
5,893,4133,602,978,496,391
1873
1874
1875
確かに， 日本側には対外条約の関税条項の改訂を求める一般的な願望がある。日本側の‘
主張によると，関税条項は，多数の商品に対する規定の5％関税を日本側に適用していな
いので，欺硫的であると。他方，横浜商業会議所の方は次のように考えているようであ
る。関税条項は規定通り適用されているだけでなく，実際上多くの商品は7％もの関税を
支払っていると。問題の条項の働きを公平に吟味することがいまだに行われていないのは
本当らしい。
支出科目の中で減額の見積られたものは次の通りである。
1． 家藤賞典緑(AllowancesandPensions)が減少したのは就産の資金化のためで
ある。
2． 府県(theFusandKens)。司法職能と行政職能との分離の結果である。前者の，
ミニスター・オブ・ジヤステイス
統轄は現在，司法卿の手中におかれている。
3． 雑支出(Miscellaneous)｡1875-76年予算のこの科目の下にまとめられた1,384,.
034ポンドという額は,予算公開時に以下の方法で説明された。
この費用のうちいくつかは問題の年度の予算に限って計上されたものである。 1876-77
年に出て来るそれら費用は，各省の予算に準備されたり， あるいは「華士族秩禄奉還賜
金」(LiquidationofAllowancesofNoblesandSamurai)という科目の場合のよう
に，内債の追加によって調達されている。
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ポンド
50,377
8,990
1,019,240
17,807
64，000
163,620
60,000
フィラデルフィア博覧会 ・ ・ ・・
金銀精製費
華士族秩禄奉還賜金
東京府下4大橋新営
東京府下煉化石建築家屋民費繰替
三菱会社への貸下金
東京為替会社への貸出金 ・ ・ ・・
計 1,384,034
4． 貸付準備金と非常予備(FundforLoansandContingentExpenses)－この二
つの殆ど目立たない科目の減額は，当該年の予算編成のための新制度の採用によって生じ
たものである。非常のために用意された金額を一括計上せずに，以前のように今も各省の
経費の中には偶発的かつ予見できない費用をすべて網羅するようなやり方で計上されてい
る。
したがって，当該年に増額した支出科目のなかに，あらゆる省の費目が見出される。各
省の予算の増額は， しかしながら，ほんの一部分上述した原因にもとずいているが，大蔵
卿はある程度までその原因を各省の活動範囲の拡大に帰している。大蔵卿は，その解説文
の中で,次のような例をあげている。内務省の行政職能は産業に供する奨励金の増加のた
めに益々広がった。陸・海軍は兵員も装備も増えた。工部省は鉱山の開発活動を相当拡げ
た。また地方裁判所の増設と土地の再評価の達成は司法省と地租改正局の経費の増大をも
たらしたと。
各省庁の歳計予算の削減は， しかしながら，既に地税収入の減額見積りと見合うように
決められていた。そして次の年度の予算で，全省の予算額は約1,366,000ポンド減るであ
ろうということが，半ば公式に告示されていた。
それ以外の支出科目で当該年に増加が見積られているのは， この報告の第Ⅱ部で言及し
た国債の償還・帝室・太政客・警視庁・府県営繕であるが，それらはいずれも特に批評す
る必要はない。
結
??
日本の財政立法の傾向は土地の負担を軽減することである。土地は，地税以外にも，地
方の業務のため,相当額を負担しなければならない。華士族の秩禄の就産のための資金化
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－それは確かに,窓意的ではあるけれども， しかし外見的には絶対に必要な措置である
パワーズ
ーが布告されたのはこのためである。そして新税を課したの‘も，また外国の列強との条
約に盛られた関税条項を改正し，少くとも著侈品の輸入に高率の税を課したいと表明した
のも， このような見地からである。新税等は，酒税や煙草税を除いて，試験的な性質のも
ののようであり，それらが収入を大幅に増やすかどうかを予見することは困難である。関
税収入が税率の引き上げによって増えるかどうかについて述べることも容易ではない。と
ころが，一方では製造業がこの国に多くの富や国庫収入の源泉となり得る前に時間の経過
しなければならないことは明白である。
地税は， したがって，永いあいだ国家収入の主要な科目でなければならないので， この
国の農業資源の奨励と開発は最重要問題である。この目標を達成するためには，内外の平
パブリック・デパートメント
和・あらゆる政府部門における厳しい節約．この国の内陸部における立派な車道による安
全な交通手段の設置，そして兇換通貨の導入が緊急必要課題である。
松方大蔵大輔が小職に信じさせようとしているように，過去2年間の歳計予算がほぼ正
しいとすれば， 日本の財政事情は，それが既に進歩していることを考慮すれば，不満足で
あるようには思えない。またそれは，天皇の政府が眼前の問題すなわち西欧文明の中で
有益なものはすべて摂取することによって， この国を改善すると云うものであるが，その
問題を解決する努力に日本の財政事情が水をさすようなことはないであろう。
天皇政府がすでに示めしたように，政府は少くとも国家の進歩の基盤のひとつを充分に
認識している。それは，政府が常に重要視した人民のあらゆる階級に対する教育の普及で
あるが， しかし政府が国運の隆盛の他の諸原因に気付いていない， と推量することは正し
くないであろう。
本報告はこれでもって掴筆するけれども，小職は大蔵大輔から， 1877-78年の歳計予算
が会計年度の始まる来年の7月1日に先立って公表されるであろうと云うこと，そして過
｜ ･
去2年間の歳入出の決算が現在準備中であり，まもなく予算と同じく公表されるであろう
と云うことを聞いている*･
（署名) Aug.H.マウンジー
江戸， 1877年3月2日
*マウンジー氏からH.パークス卿へ
江戸， 1877年5月31日
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閣下，
／ ,
先の3月2日付の日本財政に関する報告書の末尾で，小職は松方氏から，1877-78
年の歳計予算が会計年度の始まる来年の7月1日に先立って公表されるであろう，と
いうご教示を得たと記しました。薩摩の反乱が続いたために，大蔵卿の計画が狂った
のかも知れないと思いまして，小職は事実を確かめるべく早速25日に松方氏を訪れま
したことを慎んで閣下にご報告申し上げます。
松方氏が小職に語ったところによりますれば， こう云うことでございます。すなわ
ち，小職の推量は誤っておらず， この主題について小職が大蔵卿と前に話し合った時
点において，大蔵卿の抱いていた意向は残念ながら約束どおり実行できないでありま
しょうと。松方氏によりますと，反乱がいつ終結するか予見できる者は現在誰ひとり
いないでしょう｡そして鎮圧の費用の概算をはじき出すことができるまで,予算を組む
ことは不可能でありましょうと｡氏は,したがって,予算の公布の日付を決めることが，
できなかったのであります。もっとも氏は,大蔵省での職務繁忙にもかかわらず,先の
2年間の歳入歳出の決算報告の公布(これに就きましても,小職の報告で触れておりま
す)をひき延ばす積りはないと,相変らずそれに希望を託しておりましたけれども。
小職は松方氏に次のように話しました。思うに，氏が小職に説明した予算の公布を
遅らせた理由について，大蔵卿が現在切り抜けなければならない困難というものを知
っている人なら，すべて理解をしめすでありましょう。しかし同時に，小職は次のよ
うに意見をのべておきました。出来るだけ早い時期に，既述の決算書を公布すること
は， 日本のために極めて得策でありましょうと。
松方氏はこの意見に共鳴し，小職がかかる問題に関心をもっていることに対し，感
謝の意を表明しました。
敬白
（署名)A.H・マウンジー
追記：最近，マウンジーの｢日本財政報告｣の大要を紹介した資料が，すでに戦前に発表
されていることを知った。大山敷太郎「外人の観たる明治初年のわが財政」（『経済史
研究』第12巻第6号，昭和9年12月所収）がそれである。＜ムーンセイ氏「日本会計
に関する報告」を読む＞という副題のついたこの資料紹介のなかで，著者は，マウン
ジーの日本財政に関する叙述内容が「概ね正鵠を得」ており，そのために英国の対日
認識が「一段と深められたであろう」と推測し， ここからマウンジー報告をして「わ
が国民に記憶せられて然るべき一文献」と評価している。
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